
［成果情報名］25cm の客土と根域制限で、葉菜類のカドミウム吸収を抑制できる 

［要約］カドミウム濃度の低い土の客土と、遮根シートによる根域制限で、葉菜類（ホウレンソ

ウ、コマツナ）の収量を確保し、カドミウム吸収を抑制できる。客土の厚さは、客土材を節約

でき、耕起時に遮根シートや下層土を巻き込まない 25cm 程度が良い。 
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［背景・ねらい］ 

野菜等のカドミウム（Cd）濃度の国際基準値が定められ、今後想定される国内基準値の設定

に向け、可食部 Cd 濃度低減のための対策技術を早急に確立することが強く求められている。

ホウレンソウやコマツナは葉菜類の中でも可食部 Cd が高いことが知られ、一定以上の土壌 Cd

濃度下では、アルカリ資材投入によってｐH を上げるなどの方法でも想定基準値以下に抑える

のが困難とされている。菊地らは 30cm 径塩ビパイプを用いたポット試験で、根域未満の客土で

も遮根シートと組み合わせることで Cd 吸収抑制できることを報告している。そこで当県葉菜類

栽培の基本であるハウス栽培で、Cd 濃度の低い土の客土と、遮根シートによる根域制限を行い、

実際規模、条件での葉菜類の Cd 吸収抑制効果を実証する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．細粒質表層灰色グライ低地土から採取した Cd 汚染土（0.1M 塩酸抽出 Cd 濃度 1.33 mg kg
－１）を 1/2000 ワグネルポットに充填し、栽培したホウレンソウ「おかめ」、コマツナ「夏

楽天」の可販物 Cd 濃度はそれぞれ 2.4、0.66 mg kg－１で、Codex の葉菜類基準値 0.2 mg kg
－１を大幅に上回る（図 1）。 

２．汚染土上に Cd 濃度が低い黄色土（同 Cd 濃度 0.04 mg kg-1、当農試の黒ボク下層土）を 25cm、

40cm 厚で客土し、遮根シートの有無を組み合わせ（図 2）、葉菜類を栽培すると、可販物 Cd

濃度が基準値 0.2 mg kg-1未満となる（図 3）。 

３．客土 15cm では耕耘作業で汚染土の混和や遮根シートの破損が起こり、吸収抑制効果が劣り、

可販物 Cd 濃度が基準値を超える（図 3）。 

４．40cm 客土は遮根シートの有無に関わらず吸収抑制効果は高いが、客土材を多量に要する（図

2、図 3）。 

５．耕起作業で遮根シートが破損しない 25cm 程度の客土と、遮根シートによる根域制限を併用

すると、40cm 客土時と同等の Cd 吸収抑制効果が得られる（図 3）。 

６．客土の厚さ、遮根シートの有無による収量への影響は認められず、目標収量（ホウレンソ

ウ 1,000～2,000g m－2、コマツナ 1,500～3,000g m－2）が確保できる（表 1）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．遮根シート敷設は，もともと土壌病害の消毒効果を補償するため開発された技術である。

よって Cd 吸収抑制と同時に土壌消毒効果の安定化も期待できる。 

２．使用した遮根シートは防根透水シート（TOYOBO 製、㎡当たり約 200 円）で、土壌消毒補償

現場でも 20 年以上効果が持続していることから、同程度の期間効果が持続すると思われる。 

３．葉菜類だけでなく、根域制限が生育の阻害要因とならない作物全般の吸収抑制技術になり

うる。 



[具体的データ] 
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図１ 汚染土でポット栽培した葉
菜類の可販物Cd濃度

注）1/2000ワグネルポット，
品種は各「おかめ」，「夏楽天」
縦棒は標準偏差，n=6，2008）
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cm ホウレンソウ コマツナ

25-無 25 無 2,134 2,862
25-遮根 25 有 2,300 3,261
40-無 40 無 2,075 3,084
40-遮根 40 有 2,093 2,740
注）栽植様式は，条間20cm，株間7cm（ホウレンソウ「おか
め」2007），8cm（コマツナ「夏楽天」2008）とした。サンプル
は連続した1m分（0.2㎡）を，2カ所から採取。
　可販物は目標の草丈（ホウレンソウ27cm、コマツナ30cm
程度）で収穫。子葉，黄化葉を除去し，胚軸5mmに切りそ
ろえて調製し，1個体各10，15g以上のものとした。

表1 試験区の構成と収量（2007,2008）

可販物収量(g m
-２

)試験区 遮根シート

客土 客土 25-遮根 25-無 5m
（15-遮根） （15-無）

汚染土 汚染土

40-遮根 40-無 5m

25-無 25-遮根 40-無 40-遮根

図2 処理の模式図と試験区の配置（2007，2008）
注）模式図の太線は遮根シート（防根透水シート）
　客土後土改材，堆肥散布，施肥し，18cm耕起。客土15cm区は
　25cm区の一部に設け，12cm程度の浅耕とした（2009）。
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図3 処理区別の可販物Cd濃度
注）15-遮根区は耕起時シート破損
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